
 

7月 30日 臨床大講堂で行った「がん県民公開講座」は、 

参加者 173名の参加者を迎えました。 

がんセンター長、木村晋也先生から 

「佐賀大学がんセンターの歩み」について 

緩和ケアセンター長、佐藤英俊先生から 

「こんなときは？～痛みがあるとき・熱が出たときは～」 

について 

MSW中迫正臣氏からは 

「とっても気になる、がんとお金のこと」について 

わかりやすい劇と交えて 

特別講演は、大分県やまおか在宅クリニック院長、山岡憲夫先生をお迎えして 

「幸せな最期とは～在宅やホスピスでの看取りについて」 

「最期まであなたらしく」（JNN九州沖縄ドキュメントコンクール「ムーブ」 

特別賞・元ちとせ賞受賞作ビデオ上映を行いました。 

笑いあり、涙ありのお話の中で、在宅で過ごすことはとても難しいことのように思えました

が、家族の時間を大事に過ごすことができる時間のお手伝いが出来ることは、とても素晴ら

しい事だと勉強になりました。 


